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●次回の例会プログラム 

2026 年 5 月 14 日（木） 第 2683 回例会 
       卓話 芝野弘三郎会員 
             
                            『NORTH GARDEN』 
                 

    
●本日の例会プログラム 

2026 年 5 月 7 日（木） 第 2682 回例会 
     ゲスト卓話 NTT㈱ 元木健太様 
 
                 『NORTH GARDEN』         
             

4つのテスト 言行はこれに照らしてから 

 真実かどうか     みんなに公平か     好意と友情を深めるか     みんなのためになるかどうか 
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 よいことのために手を取りあおう 

真実から目をそむけることはできない。助けを求めることは勇気ある行動です。 

               健康と幸せにいたる道を求めることは、さらに勇気がいることです 

❖前回 

 出席報告  

   ・2026 年 4 月 23 日（木）第 2681 回  

     会員数 33 名 出席者 17 名（出席率 54.83％）  

  ゲスト 惠良敏彦 様 

    

 

 ❖会長挨拶❖          木村 知也 

 

皆さま、本日もお忙しい中ご出席い

ただき、誠にありがとうございます。4

月も後半に入り、新年度のバタバタも、

そろそろ「通常運転のバタバタ」に変わ

ってきた頃かと思います。 そんな中で、

こうして例会に足を運んでくださること

に、まず心から感謝申し上げます。 

 

■ 先週の創立記念例会の御礼 

まずは先週の創立記念例会、本当にありがとうございました。 

お天気にも恵まれ、海から眺める神戸の夜景は、私自身も初め

てでしたが、とても素晴らしいものでした。 

「船が揺れたのか、自分が揺れたのか分からない」という状態の

西田親睦委員長でしたが、準備から当日の運営まで大変ご尽

力いただきました。改めて深く御礼申し上げます。皆さまの笑顔

と温かい雰囲気のおかげで素晴らしい時間となりました。 強い

て言えば、参加人数が少なく少し寂しかったことが挙げられます

が、これはすべて私の責任だと受け止めております。 

 

■ 4 月は「環境月間」 

今月はロータリーの環境月間です。 

箕面といえば、滝・紅葉・森林、そして昆虫館や勝尾寺の山並み

など、自然と文化が調和した地域です。 滝道も昔に比べて整備

が進み、歩きやすくなり、観光客も安心して楽しめる道になりま

した。そんな中で、最近よく聞くのが、 「サルやシカを街で見か

けなくなった」 という声です。 

箕面山ニホンザル保護管理委員会の「ニホンザル保護管理計

画（第 3 期・令和 3 年）」を読んでいますと、山のほうでサルと

シカが話しているのが“聞こえた気がした”ので、今日はその会

話をご紹介したいと思います。 

 

       サル 

「おいシカさん、最近街に行ってへんの？」 

         シカ 

「行くわけないやろ。街は残業多いし、観光客サービスも大変や

ねん。 山のほうが福利厚生ええねんで。ドングリ食べ放題や。」 

       サル 

「せやなぁ。昔は滝道に“出勤”してたけど、今はゴミ箱も改良さ

れて、 人間も餌くれへんし、仕事が減ってもうてな。」 

         シカ 

「それに最近、森林管理が進んで山の環境がめっちゃ良くなっ

たやろ。 街に行くより、山で“在宅勤務”のほうが効率ええね

ん。」 

       サル 

「ほんまやな。箕面市が働き方改革してくれたおかげで、 ワシら

も自然に戻れて助かってるわ。」 

 

……というわけで、サルとシカが“働き方改革”を実施した結

果、街に降りてこなくなった、という“説”がございます。 

もちろん実際には、 

• 餌やり禁止の徹底 

• ゴミ管理の改善 

• 山の餌資源の安定 

• 森林管理の向上 
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４月の例会 

  30 日 休会(５週目につき) 

  

5 月の例会 

    7 日   卓話 NTT㈱ 元木健太様 

  14 日  卓話 芝野会員 

  21 日  卓話 行動計画推進委員長 山本会員 

  28 日  移動例会        

        QUINT BRIDGE（大阪・京橋） 

こうした行政の取り組みの成果で、野生動物が山で自然に暮ら

せるようになったということです。 

でも、少しユーモアを交えて言うなら、 「サルとシカが自分たちで

働き方改革を成功させた街」 というのは、箕面の魅力のひとつ

かもしれません。 

 

 

■ 「顔の見えるつながり」がクラブの力 

ロータリークラブには立派なスローガンもありますが、根っこにあ

るのは 「顔の見えるつながり」 だと思っています。 

例会場での何気ない一言や、隣の席との雑談こそが、クラブの力

の源です。 せっかく集まるなら、「来てよかった」「ちょっと元気に

なった」 そう思って帰っていただける例会にしたいと考えていま

す。 

しかしながら、最近の出席率の低さは、正直なところ悩みの種に

なっております。 

今期も残り 2 カ月となりましたが、どうしたら良いのか、どうか

遠慮なく、率直なご意見やツッコミをいただければ幸いです。 

出席率が低いとクラブの弱体化につながるだけでなく、目先の問

題として奉仕金が目標額に対して不足してしまいます。 不足額

は以下のとおりです。 

• ニコニコ 619,000 円（実績 641,000 円） 

• 米山   374,000 円（実績 526,000 円） 

• 財団   352,000 円（実績 431,000 円） 

• ポリオ  110,000 円（実績 151,000 円） 

• 恒久基金  81,000 円（実績 75,000 円） 

まずは財団の目標額をクリアしてまいりたいと思いますので、次

回例会時は財団への奉仕金を優先していただければ幸いです。 

 

新年度の忙しさが続く時期ですが、どうぞご自愛いただきなが

ら、今日の例会も皆さまにとって良い時間となりますように。 

本日もどうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

 ❖幹事報告❖          高橋 太朗 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

❖ＳＡＡ報告❖                水島 教絵 
 
ニコニコ 

前田建司会員：森田会員、卓話楽しみにしています 

芝野弘三郎会員：森田会員、卓話宜しくお願いいたします 

木村貞基会員、黄堂泰昌会員、森田雅之会員 

米山奨学会 

河野優作会員、木村貞基会員、前田建司会員、山口拓志会員 

ロータリー財団 

林たかみ会員、片山秀樹会員、河野優作会員、木村知也会員、

黄堂泰昌会員、前田建司会員、水島教絵会員、芝野弘三郎会員、

浦 収会員、山根ひとみ会員、山下健介会員 

ポリオ 

道林侑輝会員、河野優作会員、前田建司会員、芝野弘三郎会員 

恒久基金 

道林侑輝会員、芝野弘三郎会員 

 

❖卓話❖   

 

     ほるもんやまき経営   惠良敏彦様   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

     

 

 

 

 

 

 

      貴重なお話をありがとうございました！ 
 
 

 

   


